
鈴木武道 元世界スカウト委員 

ブロンズウルフ章 受章をお祝いする会 

Celebration of Bronze Wolf for Mr. Toby Takemichi Suzuki 

– Former Member of World Scout Committee 

 

日時：２００８年 1月 13日 

場所：ホテル キャメロット ジャパン 

Date: Monday, January 13, 2008 

Venue: Hotel Camelot Japan 



鈴木 武道 元世界スカウト委員 

『ブロンズウルフ章』受章をお祝いする会 

 

＜プログラム＞ 

 

＜第 1部 ブロンズウルフ章の伝達＞ 

1． 受章者入場                       鈴木 武道・令子ご夫妻 

2． 開会のことば               司 会  根岸 進一 

3． ブロンズウルフ章の紹介               日本連盟常務理事  新藤 信夫 

4.  ブロンズウルフ章の伝達        日本連盟副理事長  廣瀬 修 

5． 閉会のことば          

 

＜第 2部 祝賀会＞ 

1.  はじめのことば         司 会 

2． 開会あいさつ（発起人代表）       横浜第 87団育成会長 田中 慶秋 

3． 受章者の略歴紹介         日本連盟 元中央名誉会議員 武井 重利 

4. 来賓紹介          司 会 

5． 韓国仁川連盟代表団の紹介       若竹スカウト倶楽部会長 加藤 武 

6． 祝  辞 

  ① ボーイスカウト日本連盟       日本連盟副理事長 廣瀬 修 

  ② ボーイスカウト神奈川連盟       日本連盟評議員・神奈川連盟理事長 佐野 友保 

  ③ ガールスカウト日本連盟          GS 日本連盟 元理事・評議員 須永 治榮 

④ 米国連盟 （BSA）             米国連盟理事・前インターアメリカ地域委員長  

                                                    Jin Matsumoto  

7． 乾  杯                  日本連盟評議員・宮城連盟副理事長 郷家 智道  

8． ご歓談（会食） 

9. 祝  辞 

10．祝電披露                

11. お祝品・花束贈呈             ガールガイド・ガールスカウト世界連盟 

           アジア太平洋地域委員会委員 浅野万里子 

           OBPS元世界理事 佐藤治子 

              GS 神奈川県支部副支部長 一之瀬 佐代子 

12.  謝  辞          鈴木 武道 

13.  『この道を行く』斉唱           指揮 横浜第 87団ボーイ隊副長 吉川美智子 

14．いやさか三唱                日本連盟評議員・愛知連盟副連盟長 宇野 眞之 

15．閉会挨拶            

 

発起人：田中 慶秋・酒井 繁・宮崎 弘一・加藤 武・斉藤 悠二・井上 延義・松岡 義則 

佐藤 雅一郎・武井 重利・黒岩 信夫・市原 政喜・川崎 清剛・橋本 広茂・根岸 進一 

日本ボーイスカウト神奈川連盟横浜第 87団 



ご参会者ご芳名 
 

ボーイスカウト関係者：  

 秋本 ひろみ    秋本 行雄      浅野 麻利子    飯田  勉 

 市原政喜      伊藤 栄三    井上 延義     今井 田津子 

 上道小太郎    鵜飼 要三        牛山 佳久     内山  泰 

 内山 悠子     宇野 眞之    大浦 秀樹      大熊 康彰 

越智 栄史          加藤  武     加藤  博       加藤  豊 

河合 武夫          川崎 清剛        鬼頭  宏       儀福  清 

木村 勇           黒岩 信夫        郷家 智道      小暮 幹雄 

小林  浩           齋藤 悠二        酒井  繁       佐藤 雅一郎 

佐藤 円香          佐野 友保    渋木 羡夫          John Mackin 

新藤 信夫          杉本 初恵        鈴木 幸久      関戸 俊男 

曽我部 久美子      高橋 幸夫    高森 茂範      滝田 信子 

武井 重利          竹中 義康    田島 誠司      田中 慶秋 

田中 寿一          鶴井  保         寺尾 昭臣          内藤 稔 

新倉  繁           西村 哲夫    根岸 進一          野村 幹三郎 

橋本 広茂          平山 一美    廣瀬  修           藤沼 順子 

古屋 良太          本多 正男        前田 幸           松尾 正春 

松岡 義則          松田 茂孝    松田 成之          松田 美歌 

松原 喜代嗣        丸山 健一     宮崎 一彰          宮崎 弘一 

村  幸雄          持田 久次        望月 伸悟          元木  愛 

大和 義則          山本 光子   吉川 美智子        吉田 謙 

吉田 俊仁          吉村  敏        吉原 滋彌          若野 隆生 

若山 祐司          渡部 公 

   

ガールスカウト関係者： 

浅野 万里子    一之瀬 佐代子  佐藤 治子     須永 治榮 

 

アメリカ連盟関係者： 

 Jin Matsumoto 

 

韓国連盟 (Korea Scout Association - Alphabetical Order)： 

Cho Min Sun     Chong Yung Ho Han Chang Hak 

Jung Kyung Sook   Kang Chan Hyoung Kang Choong Woung 

Kim Eung Sik Kim Mi Yang     Kweon Okran  

Lee Jung Mi      Park Sang Rak        Seo Byun Gkyu  

Shin Jin Young Yang Hee Young Yuk Chul Min 

 

      （ア行順、敬称と役職は省略させて頂きました。） 

2008 年 1月 8日現在 



日本のブロンズウルフ章 受章者一覧（17 名） 
17 Bronze Wolf Recipients in Japan 

 
 

Seq  Year Recipients        授章者    スカウト運動における主な経歴 
---- ---- ---------------------  ----------  -------------------------------- 

028 1961 Michiharu Mishima      三島通陽   日本連盟総長 

043 1967  Dr. Hidesaburo Kurusima  久留島秀三郎 日本連盟総長 

065  1967  Mr. Taizo Ishizuka     石坂泰三   日本連盟総裁 

073  1972  Mr. Saburo Matsukata     松方三郎      世界スカウト委員・日本連盟総裁 

105 1975 Mr. Shintaro Negishi      根岸真太郎  日本連盟中央審議会議長・事務局長 

124  1,977 Mr. Akira Watanabe    渡辺 昭   世界スカウト委員・日本連盟総長 

149 1981 Mr. Yorihiro Matsudaira  松平頼明   日本連盟国際コミッショナー 

172  1984  Mr. August S. Narumi      鳴海重和    日本連盟評議員 

174 1985  Mr. Ichiro Terao           寺尾一郎   日本連盟理事長 

185 1986 Mr. Yoshio Sakurauchi   櫻内義雄   日本連盟理事・ＢＳ振興国会議員連盟会長 

200 1989 Mr. Ken Harada      原田 憲   日本連盟理事・BS 振興国会議員連盟会長 

215 1991 Mr. Masaru Ibuka         井深 大   日本連盟理事長 

218 1992 Mr. Ayakazu Hirose    廣瀬文一    日本連盟中央審議会議長・日本連盟理事 

230 1993 Mr. Ko Yoshida      吉田 宏    世界スカウト委員・日本連盟理事 

268 1998 Mr. Teiji Takemiya    竹宮帝次    APR スカウト委員・日本連盟評議員 

300 2004 Mr. Fujio Imai            今田富士男   日本連盟副総コミッショナー 

314 2007 Mr. Takemichi Suzuki   鈴木武道    世界スカウト委員・APR -IT 委員長 

日本連盟中央審議会議員・日本連盟評議員 

   

As of January, 2008（2008 年 1月 8 日現在） 



  

A Short History of The Bronze Wolf  

                    (Source: WOSM-WSC Material, May 2007) 

During the early years of the development of the Scout Movement throughout the world, 
it was the practice of the Founder, Lord Baden-Powell, to give the Silver Wolf to Scouts 
in any country who had done outstandingly valuable work for the Movement. 
 

The award was of course highly valued, but it began to be realized that the Silver Wolf 
was a British Scout decoration, even though it was given by the Chief Scout of the World. 
Accordingly, the International Committee decided in 1924 to ask Baden-Powell if he 
would consider the institution of a special award which might be offered in their name 
“to be awarded on the recommendation of the International Committee for outstanding 
international services to the Scout Movement”. 
 
The Chief Scout, as was his habit, gave the suggestion long and careful thought, 
weighting up the pros and cons. He was anxious to avoid a multiplicity of awards, but at 
the same time he realized that there was a definite need for something to fill this 
particular need. In 1932 he reopened the question and after further consultations with 
the International Committee it was decided in June 1934 to create the award of the 
Bronze Wolf. As its name implies the decoration is a wolf in bronze and it is worn round 
the neck on a green ribbon with a yellow edging. 
 
On the proposal of one of its members, the late Mr. Walter H. Head, the International 
Committee unanimously awarded the Bronze Wolf to Lord Baden-Powell himself. 
 
During the first twenty years of the award, only twelve awards were made. This was in 
accordance with the International Committee’s policy, that the award should only be 
made for “Outstanding International Services” and with their earlier decision that no 
more than two awards would normally be made during any one biennial period. However, 
this decision was made when the strength of Scouting throughout the world was much 
less than it is today. 
 
Today, the Bronze Wolf is still the only award made by the World Scout Committee – the 
successor to the International Committee. It is given solely in recognition of outstanding 
services by an individual to the World Scout Movement. Under present guidelines, 
approximately one award for each 2,000,000 members worldwide is made each year. 
Today, some seventy-plus years after the institution of the award, a total of just over 300 
awards have been made. 



 

ブロンズ・ウルフ章の歴史 

                 （ＷＯＳＭ資料 2007 年 4 月より） 

世界のスカウト運動創設期の初期においては、創始者ベーデン・パウエル卿が

この運動に顕著な功績のあった各国のスカウト指導者に「シルバー・ウルフ章」

を授与することが恒例となっておりました。 

 

この章はもちろん非常に高い価値のある功労章でしたが、たとえ世界の総長が

授与したとしても「シルバー・ウルフ章」は所詮、英国連盟の功労章にほかな

らないことに気付きました。そこで、1924 年、国際委員会（現在の世界スカウ

ト委員会）はベーデン・パウエル卿に対して、「国際委員会の決議により世界ス

カウト運動に顕著な貢献をした者に対して授与する特別な功労章の制定を考え

る様に」と進言しました。 

 

世界の総長は何時もの通り、賛否両論を長期間にわたり、注意深く検討し十分

に熟慮しました。ベーデン・パウエル卿は功労章の重複を防ぐことを十分考慮

しながらも、特別な功労章の必要性を十分に認識しました。1932 年に彼はやっ

とこの質問に答え、国際委員会の更なるコンサルテーションの末に、1932 年 6

月に「ブロンズ・ウルフ章」の制定を決心しました。この章は名前の通り、ブ

ロンズ色のウルフを形取った勲章で、緑色に黄色の縁取りがされたリボンによ

り首からぶるさげるものです。 

 

当時の世界スカウト委員会の、故ウオルターＨ.ヘッド氏の提案により、第 1号

のブロンズ・ウルフ章は、ベーデン･パウエルに送られることが全員一致で承認

されました。 

 

最初の 20 年間は、世界スカウト委員会の方針により、世界で最高の功労章とし

て世界スカウト運動に顕著な功績のあった 12 名のみに授与されました。受章者

が少なかったのは、現代に較べて当時はまだスカウト運動の規模は世界的に見

て非常に小さなものであったからです。 

 

現在、ブロンズ・ウルフ章は世界スカウト委員会が授与する世界で唯一の最高

の勲章です。この章は世界スカウト運動の発展のために、世界的に顕著な功績

を残した印として授与されます。現在のガイドラインでは、世界の加盟登録人

数20万人に1年間に1人の割合で授与されます。制定されて以来74年の間に、

現在までに 314 名が受賞されています。 

以上 





世界スカウト委員会 

ブロンズウルフ章 受章理由書 

 

鈴木武道－日本 

前世界スカウト委員 

ＷＯＳＭ加盟員増強タスクチーム員 

前日本連盟評議員 

 

鈴木武道氏は、長年に亘りスカウトとして、又、日本連盟、及びアジア太平洋地域にお

ける種々の指導的役割を歴任した後、1999 年に世界スカウト委員に選出されました。 

 

彼の世界スカウト委員会における業績の中で、特筆すべき顕著な業績は、マッキンゼー

調査とその報告書の作成にあたり、コミュニケーション分野の総責任者として顕著な貢

献をした事実です。彼の提案は 2005 年チュニジアで開催された世界スカウト会議にお

いて「スカウト運動のイメージとコミュニケーション」報告書の基礎となりました。 

 

彼は IT 技術の職業的経験と専門知識を多いに発揮し、ＷＯＳＭ（世界スカウト機構）

ウエブサイトの構築、世界スカウト運動のオフィスシステムの導入、等により、世界、

地域、各国連盟のコミュニケーションの効率化と生産性向上に顕著な貢献をしました。 

 

彼は又、IBM における長野とシドニーオリンピックシステムの責任者として活躍した

卓越した職業的な経験と知識を活用し、WOSM 世界行事担当として、多大な貢献をし

ました。彼は世界スカウト委員会のリエンゾン・オフィサーとして、2003 年タイで開

催の第 20 回世界スカウトジャンボリー、2004 年台湾で開催の第 12 回世界スカウトム

ートにおいては、非常な困難な状況にも関わらず、献身的に問題解決を成し遂げました。 

 

彼の 55 年間の国、地域、世界レベルに対する継続した奉仕と、顕著な功績は世界スカ

ウト運動のイメージの改善に多大な貢献をしました。よって世界スカウト委員会はここ

に彼にブロンズウルフを授与することを決定しました。 

 

以上 

 

日時：2007 年 10月 23 日、於：第 22 回アジア太平洋地域スカウト会議受章式 

ヨーゲン・ラスムッセン世界名誉会議議長より受章者の紹介 

デービッド・ブル英国連盟国際コミッショナーより受章理由の朗読 

ハーマン・フイ世界スカウト委員長よりブロンズウルフ章の伝達 

 

（注：イタリック文字部分は、伝達の際の口頭での説明です。） 



鈴木武道‐スカウト運動の略歴 

 

1943 年 6月 22 日：横浜に生まれる。 

1950 年 4月：横浜第 18 隊、横浜で最初のカブスカウト 

以降、継続してカブスカウト、ボーイスカウト、シニアースカウト、ローバースカウトの

活動を行う。（第 1回軽井沢日本ジャンボリーから全日本ジャンボリーに参加、1971 年朝

霧世界ジャンボリーから世界ジャンボリーに 7回参加。） 

1960 年 8月：米国連盟ジュビリージャンボリーに、久留島秀三郎派遣団長・今田富士夫

隊長に引率されて参加したのをはじめ、数多くの世界スカウト行事に参加 

 

横浜第 23 団、87 団： 

1966 年 4月：横浜第 23 団シニアー隊副長、各隊隊長を歴任し、1983 年～横浜第 87 団 

団委員長（現在に至る） 

 

横浜中央地区・横浜南央地区： 

1975～1981 年：横浜中央地区指導者養成委員、1981～1983 年：地区副コミッショナー、

1983～985 年：指導者養成委員長、1985～1987 年：野営行事委員長、1987 年～1993： 

進歩委員長、1993～1996 年：横浜南央地区副コミッショナー、1996～1998 年：地区コ

ミッショナー、1998～2004 年：副協議会長 

 

神奈川県連盟： 

1982 年～現在：県連指導要員、2000～2002 年：県連理事・国際委員長。 

 

日本連盟： 

1986～1996 年：副リーダートレーナー、1995～1997 年：国際委員、1996 年～現在：

リーダートレーナー、1996 年～1999 年：中央審議会議員：1997～1999 年：指導者養成

委員長、2000～2006 年：評議員、2006 年～現在：第 23 回世界スカウトジャンボリー

日本招致委員会アドバイザー 

 

アジア太平洋地域委員会： 

1995～1996 年：アダルトリソーシス委員、1996～2001 年：ＩＴ委員長、2002 年～ 

現在：ＡＰＲプール・オブ・トレーナー 

 

世界スカウト機構： 

吉田 宏、竹宮帝次、(故)廣瀬文一、(故)根岸真太郎、(故)今田富士夫氏らの強力な支援を

受けて、1999 年に世界スカウト委員選挙に立候補し、800 票を獲得してトップ当選した。 

1999～2005 年：世界スカウト委員、2007 年～現在：ＷＯＳＭ加盟員増加タスクフォー

ス委員             

                                    以上 



 

 

1932 年：  

ブロンズウルフ章第 1号は、国際委員会（現在ＷＯＳM世界スカウト委員会） 

より、ベーデン・パウエル卿に授与されました。 



 
 
  
 
 
 

 
 
 
 
 

  

Look wide,  
and even when you think you are looking wider –  

look wider still !! 
 

視野をより広く見よ, 貴方がより広い視野で物事を見ていると思うとき、 
更にもっと視野を広く見よ！！（そうすればおのずと真理が見えてくる） 
（B-Pの言葉、1999年 7月ダーバン世界スカウト会議のテーマ） 


